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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．「売上高」には、消費税等は含まれておりません。 

３. 第45期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第44期

第１四半期連結 
累計(会計)期間 

第45期
第１四半期連結 
累計(会計)期間 

第44期

会計期間 
自平成20年４月１日
至平成20年６月30日 

自平成21年４月１日
至平成21年６月30日 

自平成20年４月１日
至平成21年３月31日 

売上高（百万円）  70,232  68,978  285,004

経常利益（百万円）  3,654  3,214  10,630

四半期（当期）純利益（百万円）  1,705  1,451  4,224

純資産額（百万円）  156,318  156,252  154,898

総資産額（百万円）  299,598  282,838  287,561

１株当たり純資産額（円）  1,370.52  1,376.45  1,364.33

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
 16.74  14.44  41.90

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 16.74  －  41.90

自己資本比率（％）  46.3  48.9  47.7

営業活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 △2,552  △6,471  19,291

投資活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 △1,264  △1,059  △13,997

財務活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 1,512  464  △9,377

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円） 
 47,485  38,800  45,866

従業員数（人）  27,136  28,044  26,960
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 当第１四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありま

せん。また、主要な関係会社の異動については、「３ 関係会社の状況」に記載のとおりであります。 

平成21年4月1日付で、東北綜合警備保障㈱を新設分割により、秋田地域の事業はＡＬＳＯＫ秋田㈱を設立し、岩手

地域の事業はＡＬＳＯＫ岩手㈱を設立し、山形地域の事業はＡＬＳＯＫ山形㈱を設立し、それぞれの会社へ承継し、

東北綜合警備保障㈱は当社へ吸収合併しております。 

（注）主要な事業の内容欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。 

  

(1）連結会社の状況 

(注) 従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期連結会計期間の平均人数を［ ］外数で記載して

おります。 

(2）提出会社の状況 

（注）従業員数は、就業人員であります。 

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

名称 住所 資本金 
(百万円) 

主要な事業の内容 
議決権の所
有割合(％) 

関係内容 

（連結子会社） 

ALSOK秋田㈱ 
秋田県秋田市 30

セキュリティ事業（機械警備

業務、常駐警備業務、警備輸

送業務）その他の事業 

100.0 

業務委託及び受託 

経営指導 

役員の兼任・・・１名

（連結子会社） 

ALSOK岩手㈱ 
岩手県盛岡市 30

セキュリティ事業（機械警備

業務、常駐警備業務、警備輸

送業務）その他の事業 

100.0 

業務委託及び受託 

経営指導 

役員の兼任・・・1名 

（連結子会社） 

ALSOK山形㈱ 
  

山形県山形市 30

セキュリティ事業（機械警備

業務、常駐警備業務、警備輸

送業務）その他の事業 

100.0 

業務委託及び受託 

経営指導 

役員の兼任・・・1名 

４【従業員の状況】

  平成21年６月30日現在

従業員数（人） 28,044  [2,609]

  平成21年６月30日現在

従業員数（人） 13,169   
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(1）生産実績 

 当社グループ（当社及び連結子会社）は生産活動を行っておりませんが、当第１四半期連結会計期間末日現在

実施中の契約件数を事業部門及び業務区分ごとに示すと、次のとおりであります。 

  

(2）販売実績 

 当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業部門及び業務区分ごとに示すと、次のとおりであります。

（注）１．金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．販売実績が総販売実績の10％以上の相手先はありません。 

  

当第１四半期連結会計期間において新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。  

第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

事業部門及び業務区分の名称 
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 

  至 平成21年６月30日）
前年同四半期比（％）  

セキュリティ事業     

（機械警備業務）（件）  512,760  3.8

（常駐警備業務）（件）  2,896  △1.9

（警備輸送業務）（件）  34,146  2.0

小計 （件）  549,802  3.7

その他の事業  （件）  41,779  △23.9

合計 （件）  591,581  1.1

事業部門及び業務区分の名称 
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 

  至 平成21年６月30日）
前年同四半期比（％） 

セキュリティ事業     

（機械警備業務）（百万円）  34,041  △2.3

（常駐警備業務）（百万円）  17,641  △0.8

（警備輸送業務）（百万円）  11,746  △0.3

小計   （百万円）  63,430  △1.5

その他の事業  （百万円）  5,548  △4.6

合計   （百万円）  68,978  △1.8

２【事業等のリスク】
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 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。 

(1) 業績の状況 

当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、世界的な金融危機を契機とした景気後退の影響が継続してお

り、輸出を中心とした持ち直しの動きも見られるものの、企業収益の大幅な減少、雇用情勢の悪化などからも、景気

は依然厳しい状況であると認識しております。 

社会環境の面では、統計上の治安の改善が見られる状況にありますが、国民の安心や安全を求める意識は依然高い

状況にあると考えられます。このような状況により、警備業界においては、社会のニーズに応える多様なセキュリテ

ィサービスの提供が求められる一方で、企業の景況感の厳しさ、警備事業者間の競争激化などから、厳しい経営環境

となりました。 

このような経営環境の中、当社グループは、セキュリティ事業分野を中心に、地域営業戦略の強化などの営業強化

を行い、かつ、品質の高い商品・サービスを提供することで、多様化・高度化する社会のニーズに応え、事業の拡大

に努めてまいりました。 

その結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は、68,978百万円（前年同四半期比1.8％減）となりまし

た。また、利益面につきましては、人員増や年金資産運用悪化に伴う退職給付費用の負担増の影響もあり、労務費及

び人件費が増加し、営業利益は2,899百万円（前年同四半期比5.4％減）、経常利益は3,214百万円（前年同四半期比

12.1％減）、四半期純利益は1,451百万円（前年同四半期比14.9％減）となりました。 

事業部門別の業績は、次のとおりであります。 

ａ．セキュリティ事業 

機械警備業務につきましては、法人向けでは、機械警備システム「ＡＬＳＯＫガードシステム」や遠隔画像監視

システム「ＡＬＳＯＫ－ＭＰ」等を中心に販売活動を推進し、個人向けでは、昨年発売の「ＡＬＳＯＫホームセキ

ュリティα」の販売が順調に推移しましたが、景気停滞の影響もあり、売却及び工事の売上が落ち込みました。そ

の結果、機械警備業務の売上高は、34,041百万円（前年同四半期比2.3％減）となりました。  

常駐警備業務につきましては、新規の契約獲得を推進しましたが、解約や値下げが影響し、売上高は、17,641百

万円（前年同四半期比0.8％減）となりました。 

警備輸送業務につきましては、金融機関のアウトソーシングや一般法人向けの「入金機オンラインシステム」の

販売を推進し、売上高は11,746百万円（前年同四半期比0.3％減）となりました。 

 以上の結果、セキュリティ事業の売上高は、63,430百万円（前年同四半期比1.5％減）となりました。 

ｂ．その他の事業  

その他の事業につきましては、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）及び住宅用火災警報機の販売を推進しましたが、

前期ほど売上に寄与しなかったこと等により、その他の事業の売上高は、5,548百万円（前年同四半期比4.6％減）

となりました。 

  

３【経営上の重要な契約等】

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(2) キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の状況は、次のとおりでありま

す。 

  （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第１四半期連結会計期間の営業活動の結果減少した資金は6,471百万円（前年同四半期比153.5％増）でありま

す。資金の主な増加要因は、税金等調整前四半期純利益3,083百万円、減価償却費による資金の内部留保2,877百万

円、売上債権の減少による資金の増加1,649百万円であります。これらに対し資金の主な減少要因は、仕入債務の減

少による資金の減少3,861百万円、警備輸送業務に係る資産・負債の減少（主として警備輸送業務用の短期借入金返

済）6,434百万円、法人税等の支払額2,501百万円であります。 

  （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第１四半期連結会計期間の投資活動の結果使用した資金は1,059百万円（前年同四半期比16.2％減）でありま

す。資金の主な増加要因は、定期預金解約による資金の増加472百万円であります。これに対し資金の主な減少要因

は、有形固定資産の取得による支出1,672百万円であります。 

  （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

  当第１四半期連結会計期間の財務活動の結果増加した資金は464百万円（前年同四半期比69.3％減）であります。

資金の主な増加要因は、短期借入金の増加(純額)2,301百万円であります。これに対し資金の主な減少要因は、配当

金の支払1,005百万円であります。 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題  

 当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

(4) 研究開発活動 

 当第１四半期連結会計期間における研究開発費は、総額148百万円であります。 

  なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループにおける研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。 

(1）主要な設備の状況 

 当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除去等について、重要な

変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除去、売却等の計画はありません。 

第３【設備の状況】
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

（注）「提出日現在発行数」には平成21年８月1日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の権利行使により発行

された株式数は含まれておりません。 

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種    類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  300,000,000

計  300,000,000

種   類 
第１四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成21年６月30日） 

提出日現在発行数
（株） 

（平成21年８月11日） 

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内 容 

普通株式  102,040,042  102,040,042
東京証券取引所 

（市場第一部） 

権利内容に何ら限定のない

当社における標準となる株

式であり、単元株式数は100

株であります。 

計  102,040,042  102,040,042 ― － 
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 旧商法第280条ノ20及び商法第280条ノ21の規定に基づく特別決議による新株予約権の状況 

（平成15年６月27日定時株主総会決議） 

（注）１．新株予約権の行使の条件につきましては、平成15年６月27日開催の定時株主総会決議及び平成15年11月26日

開催の取締役会決議に基づき、当社と対象取締役及び従業員との間で締結した「新株予約権付与契約」に定

められております。 

２．新株予約権の数、新株予約権の目的となる株式の数及び新株予約権の行使時の払込金額（総額）は、定時株

主総会決議における新株発行予定数及び行使予定払込金額から、次の新株予約権の数、新株予約権の目的と

なる株式の数及び払込金額を減じております。 

 (1）既に権利行使された新株予約権 

 (2）「新株予約権付与契約」の権利行使条件により権利を喪失した者の新株予約権 

該当事項はありません。 

    

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 

  

（２）【新株予約権等の状況】

  
第１四半期会計期間末現在 
（平成21年６月30日） 

新株予約権の数（個）  2,188

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）  －

新株予約権の目的となる株式の種類 
普通株式 

            単元株式数100株  

新株予約権の目的となる株式の数（株）  218,800

新株予約権の行使時の払込金額（円）  292,754,400

新株予約権の行使期間 
平成17年７月１日から 

平成22年６月30日まで 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円） 

発行価格   1,338 

資本組入額   669 

新株予約権の行使の条件 （注）１ 

新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡又は担保に供することは認めない 

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

（３）【ライツプランの内容】

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数(株) 

発行済株式総
数残高(株) 

資本金増減額
(百万円) 

資本金残高
(百万円) 

資本準備金増
減額(百万円) 

資本準備金残
高(百万円) 

平成21年４月１日～ 

平成21年６月30日 
 －  102,040,042  －  18,675  －  29,320

（５）【大株主の状況】
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  当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成21年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

 ①【発行済株式】 

   

②【自己株式等】 

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 (注) 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。 

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動（役職の異動）はありません。 

  

（６）【議決権の状況】

  平成21年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式(自己株式等) － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 

自己保有株式 
普通株式  1,505,200 － 

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり、単

元株式数は100株であり

ます。 

完全議決権株式（その他） 普通株式  100,522,000  1,005,220 同上 

単元未満株式 普通株式     12,842 － 
1単元(100株)未満の株

式であります。 

発行済株式総数    102,040,042 － － 

総株主の議決権 －  1,005,220 － 

  平成21年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義所有
株式数(株) 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合 

（％） 

綜合警備保障㈱ 
東京都港区 

元赤坂１-６-６ 
 1,505,200  －  1,505,200  1.48

計 ―  1,505,200  －  1,505,200  1.48

２【株価の推移】

月別 平成21年４月  ５月 ６月

最高(円)  942  919  1,027

最低(円)  836  836  853

３【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸

表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結

累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から

平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

第５【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 45,866 53,506

警備輸送業務用現金 ※2  31,229 ※2  30,910

受取手形及び売掛金 19,213 20,862

有価証券 1,922 1,618

原材料及び貯蔵品 4,784 4,249

立替金 42,535 43,821

その他 14,266 8,938

貸倒引当金 △251 △216

流動資産合計 159,566 163,690

固定資産   

有形固定資産 ※1  58,607 ※1  59,095

無形固定資産   

のれん 18 37

その他 4,968 5,384

無形固定資産合計 4,987 5,422

投資その他の資産   

投資有価証券 25,163 24,039

その他 34,988 35,788

貸倒引当金 △473 △474

投資その他の資産合計 59,677 59,353

固定資産合計 123,272 123,871

資産合計 282,838 287,561

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,573 8,668

短期借入金 ※2  47,920 ※2  53,182

未払法人税等 902 1,541

引当金 489 1,051

その他 27,301 24,937

流動負債合計 83,187 89,381

固定負債   

社債 4,400 4,400

長期借入金 2,550 2,852

退職給付引当金 27,944 27,773

役員退職慰労引当金 1,589 1,658

その他 6,914 6,597

固定負債合計 43,398 43,282

負債合計 126,585 132,663
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 18,675 18,675

資本剰余金 32,117 32,117

利益剰余金 93,450 93,004

自己株式 △1,974 △1,974

株主資本合計 142,268 141,822

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,511 738

土地再評価差額金 △5,395 △5,395

為替換算調整勘定 △3 △3

評価・換算差額等合計 △3,887 △4,660

少数株主持分 17,871 17,735

純資産合計 156,252 154,898

負債純資産合計 282,838 287,561
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

売上高 70,232 68,978

売上原価 52,544 51,310

売上総利益 17,687 17,668

販売費及び一般管理費 ※1  14,623 ※1  14,768

営業利益 3,064 2,899

営業外収益   

受取利息 61 61

受取配当金 235 166

持分法による投資利益 59 63

その他 754 363

営業外収益合計 1,111 654

営業外費用   

支払利息 242 166

固定資産除却損 － 85

その他 278 87

営業外費用合計 520 340

経常利益 3,654 3,214

特別利益   

投資有価証券売却益 － 1

特別利益合計 － 1

特別損失   

投資有価証券評価損 9 132

特別損失合計 9 132

税金等調整前四半期純利益 3,645 3,083

法人税等 ※2  1,663 ※2  1,394

少数株主利益 276 237

四半期純利益 1,705 1,451
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,645 3,083

減価償却費 2,575 2,877

のれん償却額 27 18

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14 33

退職給付引当金の増減額（△は減少） △346 170

賞与引当金の増減額（△は減少） △430 △451

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △122 △110

受取利息及び受取配当金 △297 △227

支払利息 242 166

持分法による投資損益（△は益） △59 △63

固定資産売却損益（△は益） 10 0

固定資産除却損 83 85

投資有価証券売却損益（△は益） △3 △1

投資有価証券評価損益（△は益） 9 132

デリバティブ評価損益（△は益） △168 △24

売上債権の増減額（△は増加） 1,732 1,649

たな卸資産の増減額（△は増加） △313 △534

仕入債務の増減額（△は減少） △3,502 △3,861

前払年金費用の増減額（△は増加） △109 113

警備輸送業務に係る資産・負債の増減額 △2,139 △6,434

その他 △568 △750

小計 280 △4,129

利息及び配当金の受取額 351 283

利息の支払額 △202 △147

法人税等の支払額 △2,992 △2,501

法人税等の還付額 10 22

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,552 △6,471

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） 63 472

有形固定資産の取得による支出 △1,969 △1,672

有形固定資産の売却による収入 5 1

投資有価証券の取得による支出 △824 △298

投資有価証券の売却による収入 1,359 319

短期貸付金の増減額（△は増加） △30 △6

長期貸付けによる支出 △19 △43

長期貸付金の回収による収入 49 43

その他 101 124

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,264 △1,059
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,871 2,301

長期借入れによる収入 400 －

長期借入金の返済による支出 △409 △425

株式の発行による収入 1 －

自己株式の取得による支出 △146 △0

リース債務の返済による支出 － △209

配当金の支払額 △1,013 △1,005

少数株主への配当金の支払額 △190 △196

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,512 464

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,305 △7,065

現金及び現金同等物の期首残高 49,790 45,866

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  47,485 ※  38,800
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

1.連結の範囲に関する事項の変更 （1）連結の範囲の変更  

平成21年4月1日付で、東北綜合警備保障㈱を新設分割により、秋田地

域の事業はＡＬＳＯＫ秋田㈱を設立し、岩手地域の事業はＡＬＳＯＫ岩

手㈱を設立し、山形地域の事業はＡＬＳＯＫ山形㈱を設立し、それぞれ

の会社へ承継し、東北綜合警備保障㈱は当社へ吸収合併しております。 

（2）変更後の連結子会社の数  

47社 

2.会計処理基準に関する事項の変更 （受取賃貸料の計上方法の変更について）  

従来、社宅家賃の従業員負担部分等の転貸収入は「受取賃貸料」として

営業外収益に計上し、対応する費用は売上原価並びに販売費及び一般管理

費に計上していましたが、会社が負担する費用の実態を明確にすることが

合理的と考えられるため、前連結会計年度の第４四半期連結会計期間より

売上原価並びに販売費及び一般管理費より控除する方法に変更しておりま

す。そのため、前第１四半期連結会計期間と当第１四半期連結会計期間に

おいて受取賃貸料の計上方法が異なっております。なお、前第１四半期連

結会計期間に変更後の計上方法を適用した場合に、当該期間の営業利益が

76百万円増加いたします。 

  

【表示方法の変更】

  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日）  

（四半期連結損益計算書関係） 

前第１四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めておりました「固定資産除却損」は、営業外

費用総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。なお、前第１四

半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「固定資産除却損」は83百万円であります。 

【簡便な会計処理】

  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

固定資産の減価償却費の算定方法  固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定

しているため、当該予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定してお

ります。 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

  
当第１四半期連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

税金費用の計算  税金費用については、当該四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算することとしておりま

す。 

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末 
（平成21年６月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、116,454百万円

であります。 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、115,278百万円

であります。 

※２ 警備輸送業務用現金 

 警備輸送業務用の現金であり、他の目的による使用

を制限されております。 

 また、短期借入金残高のうち、当該業務用に調達し

た資金が38,155百万円含まれております。 

 なお、四半期連結貸借対照表に計上した警備輸送業

務用現金の他に、当該業務において契約先から預って

いる現金及び預金が238,474百万円あります。 

※２ 警備輸送業務用現金 

 警備輸送業務用の現金であり、他の目的による使用

を制限されております。 

 また、短期借入金残高のうち、当該業務用に調達し

た資金が45,596百万円含まれております。 

 なお、連結貸借対照表に計上した警備輸送業務用現

金の他に、当該業務において契約先から預っている現

金及び預金が230,402百万円あります。 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。  

 給与諸手当  7,512 百万円

 賞与引当金繰入額 96  

 役員賞与引当金繰入額 59  

 役員退職慰労引当金繰入額 46  

 貸倒引当金繰入額 11  

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。  

 給与諸手当  7,749 百万円

 賞与引当金繰入額 106  

 役員賞与引当金繰入額 62  

 役員退職慰労引当金繰入額 74  

 貸倒引当金繰入額 49  

※２ 当第１四半期連結会計期間における税金費用につい

ては、四半期連結財務諸表の作成にあたり、特有の会

計処理を適用しているため、法人税等調整額は「法人

税等」に含めて表示しております。 

※２ 当第１四半期連結会計期間における税金費用につい

ては、四半期連結財務諸表の作成にあたり、特有の会

計処理を適用しているため、法人税等調整額は「法人

税等」に含めて表示しております。 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係  

（平成20年６月30日現在） 

 現金及び預金勘定 55,004 百万円

 預入期間が３ヶ月を超える

預金 
△8,434  

 取得日から３ヶ月以内に償

還期限の到来する短期投資

（有価証券）  

915  

 現金及び現金同等物 47,485  

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係  

（平成21年６月30日現在） 

 現金及び預金勘定 45,866 百万円

 預入期間が３ヶ月を超える

預金 
△8,086  

 取得日から３ヶ月以内に償

還期限の到来する短期投資

（有価証券）  

1,021  

 現金及び現金同等物 38,800  
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 当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至

平成21年６月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

 普通株式             102,040,042株 

  

２．自己株式の種類及び株式数 

 普通株式              1,505,320株   

  

３．配当に関する事項 

      配当金支払額 

（株主資本等関係）

 （決議） 株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月25日 

定時株主総会  
普通株式  1,005  10.0 平成21年３月31日 平成21年６月26日 利益剰余金
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 前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

  全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占めるセキュリティ事業の割合が、いずれも90％超で

あるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

  全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占めるセキュリティ事業の割合が、いずれも90％超で

あるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

  本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

  本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） 

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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 その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末

日に比べて著しい変動が認められます。 

 当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日） 

（注）当四半期連結会計期間において、その他有価証券で時価のあるものについて52百万円（株式52百万円）減損処

理を行っております。 

 前連結会計年度末（平成21年３月31日） 

（注）当連結会計年度において、その他有価証券で時価のあるものについて1,562百万円（株式1,362百万円、その他

199百万円）減損処理を行っております。 

（有価証券関係）

区分 
取得原価

（百万円） 

四半期連結貸借対照表
計上額 

（百万円） 

差額 
（百万円） 

(1) 株式  6,864  9,757  2,893

(2) 債券       

国債・地方債等  249  252  2

社債  4,569  4,283  △285

(3) その他  1,276  998  △278

合計  12,960  15,292  2,332

区分 
 取得原価
 （百万円） 

連結貸借対照表計上額
 （百万円） 

 差額 
 （百万円） 

(1) 株式  6,907  8,540  1,633

(2) 債券       

国債・地方債等  250  252  2

社債  4,557  4,194  △363

(3) その他  1,283  896  △386

合計  12,998  13,883  885
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１．１株当たり純資産額 

 （注） １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。 

  

       該当事項はありません。 

  

  該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

当第１四半期連結会計期間末 
（平成21年６月30日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

１株当たり純資産額  1,376.45 円 １株当たり純資産額  1,364.33 円

  
当第１四半期連結会計期間末

（平成21年６月30日） 
前連結会計年度末

（平成21年３月31日） 

 純資産の部の合計額（百万円）  156,252  154,898

 純資産の部の合計額から控除する金額（百万円）  17,871  17,735

 （うち少数株主持分）  (17,871)  (17,735)

 普通株式に係る四半期（期末）の純資産額 

（百万円） 
 138,381  137,162

 １株当たり純資産額の算定に用いられた四半期末

（期末）の普通株式の数（千株） 
 100,534  100,534

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額  16.74 円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額 
 16.74 円

１株当たり四半期純利益金額  14.44 円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。  

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益（百万円）  1,705  1,451

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（百万円）  1,705  1,451

期中平均株式数（千株）  101,856  100,534

      

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益調整額（百万円）  －  －

普通株式増加数（千株）  10  －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要 

 ─────  ───── 

（重要な後発事象）

２【その他】

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成20年８月８日

綜合警備保障株式会社 

取締役会 御中 

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 永岡 喜好  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 岩﨑  剛   印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている綜合警備保障株

式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から

平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半

期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、綜合警備保障株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

  （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。   

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年８月５日

綜合警備保障株式会社 

取締役会 御中 

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 永岡 喜好  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 野辺地 勉  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 藤本  浩巳   印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている綜合警備保障株

式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、綜合警備保障株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

  （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。   

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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